



























（1）　姜徳相「日本帝国主義の三・一運動弾圧政策に関して」『日本史研究』90，1967 年 4 月。
（2）　とりわけ『独立運動史』第 2‐3 巻（3・1 独立運動上・下），独立運動史編纂委員会，釜山，1973 年は重要である。
日本軍・憲兵・警察・在朝日本人による弾圧については，『三・一運動 50 周年紀念論集』（東亜日報社，ソウル，1969
年）所収の尹炳奭「三・一運動に対する日本政府の政策」などが先駆的である。
（3）　原口由夫「三一運動弾圧事例の研究」『朝鮮史研究会論文集』23，1986 年 3 月。
（4）　長田彰文「朝鮮三・一運動の展開と日本による鎮圧の実態について─日米の史料に依拠して」『上智史学』47，
2002 年 11 月。
（5）　朴廷鎬「近代日本における治安維持政策と国家防衛政策の挟間─朝鮮軍を中心に」『本郷法政紀要』14，2005
年。戸部良一「朝鮮駐屯日本軍の実像─治安・防衛・帝国」，姜昌一「朝鮮侵略と支配の物理的基盤としての朝鮮
軍」（ともに日韓歴史共同研究委員会『日韓歴史共同研究報告書第 3 分科篇下巻』2005 年所収）。庵逧由香「朝鮮に



































た姜徳相氏や（9），「朝鮮から見ると日本との関係はけっして 15 年戦争ではなく，50 年戦争なのであ
り，その間は継続した戦時，または準戦時だったのである」（10）とした宋連玉氏の指摘は重要である。
筆者もこれまで同様の視座を提言しており，本稿も三・一独立運動に対する弾圧を「植民地（征服
（6）　中塚明「日本帝国主義と朝鮮─三・一運動と「文化政治」」『日本史研究』83，1966 年 3 月。同「朝鮮の民族運動

























体に，暴動も増大していった。3 月下旬から 4 月になると上記②の傾向が強化され，4 月以降，日
本軍の弾圧がより苛酷になっていった。
④ 5 月以降になると小規模で断続的なものとなり秘密結社による地下運動が中心となった。
⑤シベリア・沿海州などでは 3 ～ 5 月にかけて各地で万歳集会や独立宣言がなされ，間島では武
装闘争が展開されていくようになった。
次に，運動の道別・時期別状況を見てみよう。次頁表１は「示威運動箇所・回数・死傷者数」に
ついて，1919 年 6 月の総督府警務局統計と朴殷植『韓国独立運動之血史』とを対比したものである。
ここではまず運動の規模を見てみると，後者によれば示威運動の延べ参加人員 205 万人（3 ～ 5 月）
にのぼる。示威回数の多さは，京畿道，慶尚南道，平安北道，黄海道・忠清南道の順である。東学
農民戦争と義兵戦争の最激戦地であった全羅南北道が比較的少ないのも特徴的である。
次に全道における示威運動の日別回数（全道合計）次頁図１を見てみると，3 月 4 ～ 10 日にかけ
て最初の盛り上がりがあり，これは上記の①②に相当する。そして，運動のピークは 3 月下旬～ 4
月上旬にかけてである。これが上記の③④に相当する。運動の弾圧をめぐる総督府・軍隊・憲兵・
（11）　『朝日新聞』2019 年 1 月 17 日夕刊。
（12）　なお，この部分については，全体像については前掲『独立運動史』（第 2‐3 巻），朴慶植『朝鮮三・一独立運動』
（平凡社，1976 年）を，地方史，民衆史，社会史的研究を踏まえたものとして金鎮鳳『三・一運動史研究』（国学資












死亡 傷 死亡 傷 死亡 傷
京畿道 143 225 2 22 3 72 240 55 4,680 665,900 1,472
忠清北道 31 37 20 28 50 18
5,233 120,850 590
忠清南道 56 65 8 4 39 121 11
全羅北道 11 12 10 17 3
2,900 294,800 384
全羅南道 10 14 0 4
慶尚北道 27 30 13 3 25 69 12
10.085 154,498 2,470
慶尚南道 68 101 18 1 3 50 136 12
黄海道 81 81 30 3 36 79 17 4,218 92,670 238
平安南道 36 40 6 8 2 124 166 8
11,610 511,770 2,042
平安北道 59 94 18 2 107 349 10
江原道 32 41 7 4 23 43 9 1,360 99,450 144
咸鏡南道 43 60 9 4 27 94 4
6,215 57,850 135
咸鏡北道 21 24 5 12 41 0























































姜徳相氏は，日本による弾圧政策の展開として，「第Ⅰ期」（3 月 1 日～ 11 日頃）─運動に対
し特別な警戒措置をとらなかった時期。激化した地域でのみ軍隊・憲兵・在郷軍人・消防団が動員
され弾圧が行われた。「第Ⅱ期」（3 月 12 日～ 31 日）─軍隊の分散配置による運動の「未然防遏」
を図った時期。市場の閉鎖，示威的巡察，厳重な旅行制限，宿泊施設・飲食店の臨検，道路の遮
断，予防検挙・事後検挙，自制団創設・強制加入，武器押収，スパイによる挑発，一般居留民の動
員等々が行われた。「第Ⅲ期」（4 月 1 日～）─断固たる処置をとる時期。本国から 6 大隊，補助








朝鮮における兵力使用の権限は，韓国保護国化のあとに制定された 1905 年 12 月 20 日勅令第 267
号「統監府及理事長官制」第 4 条「統監は韓国の安寧秩序を保持する為必要と認むるとき韓国守備





鮮総督から田中義一陸軍大臣宛の初期の電報（第 1 号～第 8 号：3 月 2 日～ 11 日）を見ていくと，5
日午後 7 時発の「第 4 号」電報では，「今回ノ騒擾ニ対シテハ将来或ハ積極的行動ニ出ツヘキハ是非
ナキヲ保セサルモ目下ニ於テハ未タ其ノ必要ヲ認メス」とやや楽観的であり（18），ソウルや平安南北
道，黄海道の蜂起地にその都度，朝鮮軍駐屯地から派遣する形をとった。






長谷川総督の変化はどこからやってきたのか。3 月 8 日の段階で，陸軍次官山梨半造から児島惣
次郎朝鮮憲兵隊司令官へ「其暴挙ニ至ル道ノ経路ヲ精探シ，将来之等ノ挙ニ対し未然ニ之ヲ防遏ス


































本的に支持されていた。とはいえ，それでも武断政治に対する批判は，3 月 13 日～ 3 月末の時期に
「（日鮮）融和論」的論調とともに大きくなっており（26），看過できるものではなかった。実際，朝鮮
憲兵司令官児島惣次郎は 3 月 12 日に「新聞取締方針ノ件」（朝憲密警第 73 号）で陸軍次官山梨半造
に対し，「是等通信ニ依ル内地新聞ノ記事ハ概シテ事実ニ対シ誇大ナルモノ多ク」民心を惑わしてい
るとの理由を，強化する新聞記事取締の理由に挙げている（27）。










（25）　『日本陸軍とアジア政策─陸軍大将宇都宮太郎日記 3』岩波書店，2007 年，227 頁。以下，『宇都宮太郎日記
（巻数）』。













こうした動揺の中で，山梨陸軍次官は児島朝鮮憲兵隊司令官に 4 月 2 日付で「朝鮮内ノ騒擾ハ
未タ終熄スルニ至ラズ，場所ニ依リテハ反テ益々狂暴ヲ逞フスル傾向アリ，依テ之カ原因並之等
暴民鎮圧ノ手段方法等ニ関スル意見，総督及軍司令官トモ相談ノ上至急回報アリタシ」（31）と，さら













4 月 4 日「朝鮮暴動鎮圧ノ為，内地部隊ヨリ歩兵 6 大隊，憲兵約 65 名，補助憲兵トシテ歩兵約
350 名ヲ朝鮮ニ派遣スルコト」が閣議決定され（36），4 月 6～8 日にかけて内地師団から，第 2 師団歩
兵第 32 連隊の 1 大隊（編成地秋田・山形），第 5 師団歩兵第 71 連隊の 1 大隊（編成地広島），第 8
師団歩兵第 5 連隊の 1 大隊（編成地青森），第 9 師団歩兵第 36 連隊の 1 大隊（編成地鯖江），第 10
（29）　『原敬日記』第 8 巻，3 月 29 日付，186 頁。
（30）　松田利彦，前掲書，221‐233 頁参照。
（31）　「日次報告（朝鮮軍司令官）」『朝鮮 1』168 頁。
（32）　『宇都宮太郎日記 3』233 頁，236‐237 頁。
（33）　同上，238 頁。
（34）　『原敬日記』第 8 巻，191 頁。
（35）　『宇都宮太郎日記 3』，240 頁。
（36）　「（機密）大臣ヨリ参謀総長ヘ通牒案（陸軍省通達第 100 号：4 月 5 日）」軍事課「朝鮮暴動鎮圧の為派兵の件（密
受第 102）」『朝鮮 1』169 頁。
大原社会問題研究所雑誌　№728／2019.624
　師団歩兵第 10 連隊の 1 大隊（編成地岡山），第 13 師団歩兵第 16 連隊の 1 大隊（編成地新発田）の




























（37）　軍事課「朝鮮出兵に関する件（密受第 102）」『朝鮮 1』177‐178 頁。
（38）　『朝鮮 1』260‐261 頁。
（39）　『原敬日記』第 8 巻，1919 年 3 月 2 日付，169‐170 頁。なお，大谷の朝鮮駐箚軍参謀長時代については，松田利
彦「韓国駐箚軍参謀長・大谷喜久蔵と韓国」鄭昞旭・板垣竜太編『日記が語る近代─韓国・日本・ドイツの共同研
究』同志社コリア研究センター，2014 年。








その流れの中で，4 月 15 日に「政治ニ関スル犯罪処罰ノ件」（制令第 7 号）が公布され，「政治ノ
変革ヲ目的トシテ多数共同シ安寧秩序ヲ妨害シ又ハ妨害セムトシタル者ハ十年以下ノ懲役又ハ禁
錮ニ処ス（第 1 条）」との，のちの治安維持法に連なる厳しい法が制定されたのである（42）。その結果，








































































当時，朝鮮憲兵隊はシベリアへの派遣で 140 名が欠員であり，朝鮮人憲兵補助員については 3 月
末の満期者が 660 名と従来からの欠員 150 名があった。4 月 1 日より補充採用を行う予定であった

















児島はこの後，憲兵司令官・警務総長の地位を降りるが，1920 年 7 月からはシベリア干渉戦争の












































道名 第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 計 死あり 傷あり
京畿道 10 69 46 125 33 38
黄海道 10 22 33 65 14 17
平安北道 14 14 32 60 22 32
平安南道 44 2 2 48 11 12
咸鏡北道 2 19 3 24 2 4
咸鏡南道 17 14 3 34 5 10
江原道 1 6 23 30 6 7
忠清北道 0 6 14 20 11 10
忠清南道 0 16 28 44 17 22
慶尚北道 3 20 8 31 11 12
慶尚南道 1 25 23 49 14 19
全羅北道 0 3 5 8 2 2
全羅南道 1 9 13 23 0 3

















































































































































































































































約 200 名 解散 軽傷 5 名 軽傷補助員 2 名
18日
延安




































































歩兵 40 名，21 日 15
名を撤去
射撃解散 傷者 1 名
広州郡２カ所
































憲兵駐在所を襲撃 約 2,000 名 発砲解散
竜仁郡内１カ所
騒擾。憲兵に暴行 約 2,000 名







































































































多数 攻撃解散 傷者 10 名
17日
居山
憲兵駐在所に押寄 約 70 名
歩兵第 74 連隊：下士
以下 16 名
鎮撫 傷者 4 名
20日
利原


















警官と衝突 約 700 名 傷者 9 名
12日
吉州
不穏の行動 約 1,000 名 騎兵若干・歩兵 30 名 警戒中 傷者 7 名
15日 咸鏡北道
花台






































































































































解散 死者 2 名傷者 4 名
22日
泉旨




































































































運動の形態／規定 主体・規模 軍隊・憲兵警察 弾圧方法 死傷 官側死傷
４月１日京畿道






約 400 名 発砲解散 9 名逮捕
平沢
制止に反抗 約 300 名 発砲解散
梨浦





























憲兵に暴行 約 100 名 発砲解散
騒擾 約 300 名 発砲解散 傷者 7 名
２～４日 利川郡内１カ所













































































































騒擾。官憲に投石暴行 約 300 名
歩兵 10（歩兵第 77
連隊下士以下）

















騒擾暴行 約 1,000 名
歩兵第 77 連隊将校
以下 15 名
鎮圧 傷者 6 名
１日




















































暴動 約 300 名
歩兵第 77 連隊将校
以下 22 名















































約 4,000 名 発砲解散 傷者 3 名
漏川



































































































８日 鉄原 郡内 1 カ所面事務所を
襲撃
約 700 名 憲兵 発砲解散
９日 其土門























































解散 傷者 5 名










解散 死者 1 名
17日
提川










































































駐在所を襲撃・破壊 約 800 名











約 4,000 名 死傷者あり
６日 青陽郡内１カ所































































暴動 多数 鎮圧 死傷者アリ
５月７日















鎮圧 傷者 20 名
咸陽







憲兵駐在所を襲撃 約 700 名
歩兵第 80 連隊上等
兵以下 11 名
発砲解散 傷者 5 名
下廂 暴動。首謀者を逮捕・
押送中，奪還を企て
約 800 名 発砲解散 傷者 8 名
５日


















































①については，第Ⅰ期は襲撃対象が憲兵襲撃 8 件，警察署襲撃 5 件，郵便局襲撃 1 件，実践内容
が拘留者の奪還を図る 4 件，群集・不穏 6 件，兇器使用（棍棒・投石）2 件，警官・官憲への暴行 2
件，官憲側から見た運動の規定の中で最も激しい意味で用いられる「騒擾」「暴民」と規定されたの
は 5 件である。運動の規模として 1,000 名を超えているものは 9 件にものぼり，最大のものは平安
北道宣川の 6,000 名，鉄山の 5,000 名である。
第Ⅱ期は襲撃対象が憲兵襲撃 22 件，警察襲撃 14 件，郡庁・庁舎・裁判所・面事務所襲撃 11 件，
郵便局攻撃 4 件，内地人家屋・鉄道宿舎襲撃 2 件，学校襲撃 1 件と拡大している。実践内容も器物
破壊（電線切断・建物）4 件，拘留者の奪還を図る 3 件，兇器使用（鎌斧・投石）3 件，放火 3 件，兵
器奪取 2 件，市場で暴行 1 件，篝火示威 1 件（忠清南道），官憲に暴行 12 件と多様化している。「騒
擾」「暴民」「暴徒」と規定されたものは 28 件にのぼった。運動の規模は 1,000 名を超えるものが
34 件にものぼり，最大のものは京畿道水原・軍浦場・烏山・楊平郡内・竜仁郡内 2 カ所の 6,000 人，
平安北道南市（車輦館四方）の 5,000 人，咸鏡北道花台の 5,000 人である。
第Ⅲ期は襲撃対象が憲兵襲撃 20 件，警察襲撃 13 件，面事務所襲撃 9 件，郵便局襲撃 5 件，税関
監視所・官公署 2 件，屠獣場，商店，「親日派」とされる人の家，民家もそれぞれ 1 件ずつでさらに
多様化している。実践内容は官憲に暴行（歩哨・憲兵）5 件，留置人奪還 4 件，器物破壊（民家・商
店・駐在所）5 件，兇器使用（拳銃・棍棒・鎌斧）5 件，放火 4 件，検挙への抵抗 3 件，投石 2 件，電
線切断 2 件，山上で篝火・烽火 2 件，兵器奪取，決死団の結成がそれぞれ 1 件である。「騒擾」「暴
民」「暴徒」「暴動」と規定されたものは 43 件にのぼった。運動の規模は 1,000 名を超えるものが
27 件，最大のものは平安北道大舘の 8,000 人，定州の 4,000 人，黄海道金川の 4,000 人，京畿道安
城郡の 4,000 人，忠清南道礼山の 4,000 人である。
４月４日全羅北道




































　　歩兵第 74 連隊（咸興）：甲山・三水・普天堡・厚昌・慈城・江界・長津・陽徳ほか 12 カ所
　　歩兵第 77 連隊（平壌）：楚山・新義州・義州・昌城・碧洞
　　歩兵第 78 連隊（竜山）





れていた。大隈内閣時に朝鮮での 2 個師団は正式決定していたが（1915 年 12 月），三・一運動時に
第 20 師団はまだ成立していなかった（歩兵第 39 旅団の編成途上）。
第Ⅰ期を見ると，全 26 件のうち，20 件で歩兵が各駐屯地から派遣されており，特に歩兵第 77
連隊からの派遣が目立つ。これは平安南北道で運動が激しかったことと関連する。また，そのう
ち 18 件が歩兵 10 名以上の規模であり，最も多いものは咸興で将校以下 100 名にのぼった（歩兵第
74 連隊）。第Ⅱ期になると，軍隊の分散配置化が進み，歩兵第 73 連隊は城津，歩兵第 74 連隊は北
青・元山，歩兵第 79 連隊は春川，第 80 連隊は忠州・太田，狸里，光州，安東・晋州に歩兵 1 個中
隊が新配備された（62）。全 83 件のうち 35 件で歩兵が派遣，そのうち 10 名以上の規模の派遣は 16 件
であり分散配置の影響が出ている。とはいえ，死者が多く出た平安北道の定州（3 月 30 日）では歩
兵第 77 連隊から将校以下 48 名が派遣されるなど，大人数で派遣されているケースもまだ多い。第
Ⅲ期になると，全 110 件のうち，61 件で歩兵が各駐屯地から派遣され，そのうち 10 名以上の規模
（61）　「朝鮮駐箚軍配置図（1917 年 1 月 10 日）」『朝鮮 1』付図。




の派遣がいくつも見られた。また，3 月 29 日には朝鮮総督が慶尚南道南岸部の鎮海要港部司令官に
「今回発セル朝鮮各地騒擾ニ対シテハ兵力ヲ以テ警務部機関ヲ援助シ速ニ鎮圧ヲ計ル方針ナリ」と
派兵の要請をし（63），実際に鎮圧行動に出ている。
次に③死傷者数と④兵器使用・弾圧の関係である。死者 10 名以上，あるいは傷者 10 名以上を
「大規模死傷者発生件」として定義し，以下のように整理した。
第Ⅰ期：死傷者発生件数 22 件／大規模死傷者発生件数 7 件／兵器使用 4 件（銃と銃剣）／鎮圧・
鎮定・撃退 8 件／官側死傷者発生件数 6 件
　＊特に被害の激しい場所
　　平安南道成川（3 月 4 日）死者 25 名，傷者 23 名，憲兵分隊長重傷後死亡。
　　平安北道鉄山（3 月 7 日）死者 6 名，傷者 57 名（うち重傷 7 名で危篤）。
　　平安南道寧遠（3 月 9 日）死者 15 名，傷者 38 名。
　　平安南道孟山（3 月 9 日～ 10 日）死者 54 名，傷者 13 名，死者憲兵 1 名，重傷補助員 1 名。
第Ⅱ期：死傷者発生件数 63 件／大規模死傷者発生件数 14 件／兵器使用・射撃 29 件／鎮圧・鎮
定・撃退 16 件／官側・日本人死傷者発生件数 14 件
　＊特に被害の激しい場所
　　京畿道奉日川（3 月 29 日）死者 39 名。
　　平安北道定州（3 月 30 日）死者 28 名，傷者 99 名。
　　慶尚北道郡北（3 月 20 日）死者 21 名（女性 1 名＋他 2 名は流れ弾で死亡），傷者 18 名。傷者
巡査 1 名，砲兵 3 名，死者内地人 1 名。
第Ⅲ期：死傷者発生件数 96 件／大規模死傷者発生件数 17 件／兵器使用・射撃 49 件／鎮圧・鎮
定・撃退・軍隊協力解散 23 件／官側・日本人死傷者発生件数 9 件
　＊特に被害の激しい場所
　　京畿道水原（4 月 15 日）死者 29 名，傷者不明／「火ヲ失シ」天道教，キリスト教会堂焼失。
　　平安北道大舘（4 月 6 日）死者 6 名，傷者 23 名（軍隊到着前に死者約 30 名，傷者約 60 名）。












つまり，長谷川朝鮮総督の 3 月 22 日付総理大臣宛電報にある「已ムヲ得ズ正当防衛上兵器ヲ使
用シ為ニ多少ノ死傷者ヲ生ジタルモ，調査ニ依レバ不法ニ兵器ヲ使用シタル事実ナク」や，陸軍当












る。3 月 10 日咸鏡南道端川のケースは 1,000 名の群衆が「集合し不穏」なだけで死者 6 名，傷者 8
名の犠牲が出ているが，友邦協会工藤三次郎の回顧によれば，「隣の端川郡で，憲兵隊が慌てて発
砲しちゃったんですね。それがためにそこで暴動が起きて，多少の死傷者を出した」（65）のだという。
第Ⅱ期も憲兵への襲撃が最も多く（29 件），その中で 10 件も兵器が使用されている。次が警察官









は 11 件（発砲 3 件），面事務所攻撃 6 件，郵便局襲撃 2 件，官公署攻撃 1 件，税関監視所放火 1 件
と続く。器物破壊 5 件，電線切断 2 件，官憲襲撃 7 件も死者が出ている。騒擾・暴動と規定されて
いるものは 43 件に及び，その中には水原虐殺が含まれる。
（64）　「日次報告（朝鮮軍司令官）」『朝鮮 1』92 頁。






















































10 日，計 30 日）に処すること」で決定したのである（71）。これはあまりに軽い刑罰である。
運動が収束していく 4 月後半以降，総督府警務局は民情調査（「騒擾事件ニ関スル民情彙報」（～
7 月）を行っている。その第 3 報（4 月 18 日）によると，ソウルでは「鎮圧ニ関シテモ多数ノ軍隊ヲ
増派シ，恰モ台湾ノ生蕃ヲ討滅スルガ如ク朝鮮人ヲモ滅亡セシメントスルハ，吾人朝鮮人ヲシテ
益反抗ノ念ヲ深カラシムルモノニシテ，必ズシモ策ノ得タルモノニアラズ」（72）と言う者がいたとい
う。また，第 4 報（4 月 19 日）では，平安北道昌城，朔州地方で「暴民ニ対シ憲兵及守備兵ガ兵器
ヲ使用シタル以来，天道教徒及耶蘇教信者ハ甚シク恐怖シ居タルガ偶々楚山守備隊ニ赴ク兵 80 名
通過セシヨリ一尽畏怖シ，天道教徒ハ殆ンド全部耶蘇教徒ハ過半数又対岸支那地ニ逃避セリ」（73）と










（72）　「騒擾事件ニ関スル民情彙報第 3 号」『朝鮮 1』391 頁。
（73）　「同上第 4 報」『朝鮮 1』393 頁。
（74）　「同上第 9 報」『朝鮮 1』402 頁。
（75）　同上，403 頁。
































（78）　宮本正明・吉良芳恵「第 3 巻解題　大正時代中期の宇都宮太郎」『宇都宮太郎日記 3』。
（79）　「史実を曲げずに日本近代史に誇りを持たせる」『中央公論』2002 年 9 月。
（80）　金原左門「三・一運動と日本」『朝鮮史研究会論文集』1980 年，135 頁。
（81）　前掲「大正時代中期の宇都宮太郎」21 頁。


















請をしたことに始まる。後備歩兵 1 個大隊＋後備歩兵第 19 大隊（3 個中隊）による「掃討」は国際
法も朝鮮の刑法も意に介さない，文字どおりの「殲滅戦」と処刑（84）であった。日露戦争時は長谷川
好道軍司令官の各部隊長への訓示（1904 年 10 月 21 日）「軍事上ニ及ホスモノニ至リテハ毫モ仮借
スル所ナク，之ヲ鎮圧ノ手段ヲ取ルヘキ」（85）から始まり，軍律に基づいて朝鮮民衆を処罰した。義
兵戦争は伊藤統監による「我兵力を使用せらるることに決定」と，長谷川軍司令官の「将来を考慮」
した「猛烈ニ膺懲的討伐ヲ施スヘキ必要」（1907 年 8 月 18 日）という観点に立った一般民衆への告











（86）　歩兵第 14 連隊『陣中日誌Ⅰ』135 頁。
（87）　この点についても別稿で論じる予定である。
